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要       旨 

 

１ 作成の背景 

急速に進展する生成 AIには、あらゆる学術分野、産業分野、そして社会全体に大きな影

響を持つという包括性、将来的には人間と共存する知的レベルとなり得る革新性、さらに、

それが加速度的に進展するという加速性などの特徴がある。それゆえに、脅威や課題が存

在するとともに、社会への大きな波及効果があり、人類社会の重要課題に対して解決策を

提供する可能性がある。 

このような状況のもとで、生成 AIの現状と動向、脅威と課題、活用による波及効果につ

いて、学術の立場から深く洞察し、生成 AIを受容・活用する社会の実現に向けてどのよう

な施策をとるべきかについて提言をまとめる。 

 

２ 現状および問題点 

生成 AIは、2020年代以降急速にその技術が発展・普及し、特に大規模言語モデル（Large 

Language Model：LLM）を基盤とする ChatGPTは、2022年 11月に公開後２ヶ月でアクティ

ブユーザー数が１億人に達した。LLM は Transformer と呼ばれるニューラルネットワーク

モデルが基盤となっており、モデルサイズ（パラメータ数）と学習データ量に対して、対

数スケールで性能が向上することが知られている。言語だけでなく、画像・映像、音声・

音楽などと統合するマルチモーダル処理、ロボティクスへの応用も進んでいる。 

生成 AIには様々なリスクが存在する。生成 AIの活用においては、ハルシネーション（事

実と異なる情報を出力すること）、高品質な生成メディアによる詐欺や世論操作、非社会的

な回答の生成、機密情報漏洩などの懸念がある。また、著作権侵害、名誉毀損、芸術的活

動への脅威、社会の価値観や文化への影響などの懸念もある。これらの問題に対処するた

めに、生成 AIモデルには正確性、指示追従性、頑健性、透明性、説明可能性などが求めら

れる。 

一方で、生成 AIには人類社会に資するプラスの面が大いに期待されている。科学技術に

おいては、生成 AIの活用により仮説生成、仮説検証、論文による知識流通など科学技術の

各ステップが大きく進展しようとしている。知識の細分化・専門化による学問領域の分断

が指摘される中、生成 AIの活用による分野横断的な新たな知の創造も期待される。産業界

においても、生成 AIの活用による業務効率化・業務量削減が、労働力不足や長時間労働な

どの社会課題を解決する強力な一手となり得る。さらには、教育の効率化や高度化、文章

の推敲・要約・翻訳、挨拶文やメールの作成支援、旅行計画の提案、投資のアドバイス、

音楽・アート・デザインの生成など、我々の日常的な活動への波及も始まっている。 
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３ 提言の内容 

生成 AI の世界的進展が留まる気配のない中で、我が国は、リスク対策についても十分

に工夫をしながら、生成 AIの研究開発や社会での活用を積極的に進め、人類と AIの共存

社会のデザインで世界をリードすべきである。 

 

(1) 生成 AI研究開発の望ましい体制 

① 日本の技術競争力を強化するため、国家戦略として生成 AIの研究開発を推進すべ

きである。特に、オープンな研究開発の取り組みへの支援を重視・強化すること

が必要である。 

② 日本国内の生成 AI 研究者コミュニティの強化と国際的研究連携の推進が必要で

ある。プライバシーやセキュリティに配慮したデータインフラの構築を支援する

とともに、公共データの開放や産業界とのデータ共有プロジェクトを奨励すべき

である。 

③ 生成 AIによる判断や行動が、人間の価値観や倫理観に合うことが極めて重要であ

り、学習データや学習手法を含む開発プロセスの透明性を確保すること、AIの設

計・開発・評価においてガイドラインを作成してリスクを最小化すること、AIガ

バナンスの国際的ルールメイキングに日本の考え方を反映させる体制を構築する

ことが必要である。 

 

(2) 生成 AIモデルの適切な運用 

① 生成 AIモデルがサイバー攻撃や物理的攻撃から適切に保護される必要があり、こ

れらの攻撃を検知・回避する頑健なシステムが構築されるべきである。 

② AI技術に起因する問題が発生した場合に、迅速かつ適切に対処できる体制を整え

ることが必要である。また、国際的な協力を通じて、AI技術の標準化やベストプ

ラクティスを共有し、グローバルな視点での AIの発展と運用を推進することが重

要である。 

③ 人間中心の原則に基づく持続可能な社会の実現に向けて、市場原理や競争原理に

任せるのではなく、地球規模の課題や社会・経済にとって最重要な問題に対して

AIの利活用・運用を優先すべきである。 

 

(3) 責任ある生成 AI実装に向けた制度設計 

① 従来型の規制モデルでは、複雑で変化の速い AIがもたらす様々なリスクに適切に

対処することができない。アジャイル（迅速かつ反復的）でマルチステークホル

ダー型のガバナンスを志向すべきである。 

② 政府は、オープンな場でのルール形成の促進、事故調査への関係者の積極的な協

力を促す制度設計、事故被害者に対する迅速な救済制度の設計などを行う必要が

ある。 
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③ 民間主体は、政府を含むステークホルダーに十分な質と量の情報開示を行うとと

もに、ステークホルダーからのフィードバックを得て、常にガバナンスのあり方

を改善する必要がある。 

 

(4)  生成 AIモデル以降の教育とリテラシー 

① 社会全体で生成 AIの教育やリスキリングに取り組んでいくことが必要であり、そ

れを推進するためのリテラシーを持つ人材の養成と教育プログラムの推進、リス

キリング支援があまねく必要である。この際、地域格差に配慮し、むしろ地域格

差を解消することを目指すべきである。 

② 慎重な議論を行った上で、AI の活用を前提として AI との共存を目指した新たな

教育への転換を図るべきである。従来の知識の伝達に偏重するのではなく、AIを

批判的に利用し、課題を解決し、創造する能力を高める教育・カリキュラムが必

要である。また、新たな教育について情報共有・議論する場を国として支援する

ことも重要である。 

③ AIの活用は、学術を学際的に深め、複合的な社会課題の解決につながるが、その

ためには、科学者が高い AIリテラシーを身につけることが必要であり、学術分野

間および産学間の対話・連携の促進が必要である。  

 




